
 

合唱祭の取組が本格的に始まりました！！ 
～合唱祭で得られる『絆』と『成長』～ 

 
来月１１月１日（土）に開催される合唱祭の取組が本格的に始まりました。１５日（水）から始まっ

た２０分間の放課後練習では、各クラス、リーダーの指示のもと一生懸命に歌う姿が見られます。 
 
合唱祭では、クラスの仲間と１つの目標に向かって努力し、全員で１つのハーモニーを作り上げる

ことで、他者と協力することや、やり遂げることの喜びを知ることにあります。中学校の合唱祭には、

中学生だからこそ得られる特別な意味があります。 
 
１ クラスの仲間と「絆」を深めることができる  

合唱は一人ではできません。自分とは違う声を持つクラス

メイト一人ひとりが協力して、１つの曲を完成させる過程

で、かけがえのない仲間とのつながりを強く感じられます。

練習中は大変なことも多いかもしれません。けれど、本番で

全員の気持ちが１つになったとき、言葉では言い表せないほ

どの感動や達成感が生まれます。 
 
２ 成長できるチャンスがたくさんある 

指揮者や伴奏者はもちろん、練習をまとめたり、苦手な子

に声をかけたりすることを通して、クラスを引っ張っていく

力が身に付きます。うまくいかないとき、誰かのせいにした

り、諦めたりするのではなく、「どうすればもっと良くなる

か」をみんなで考えることで、協調性や問題解決能力が育ま

れます。練習を重ねて、少しずつ歌が上手くなっていく過程

で、自信がついていきます。そして、本番で歌いきった達成

感は、大きな自信につながります。 
 
３ 音楽の奥深さを知る 

歌詞に込められた意味を考えたり、強弱（音の強さ）や表

情をつけたりすることで、歌を「表現する」面白さを感じる

ことができます。クラスで心を込めて歌ったハーモニーは、

聴いている人の心にも届き、感動を与えます。  
 
《最後に、合唱祭を最大限に楽しむために》 

合唱祭は、ただ「歌を歌う」だけの行事ではありません。

本番で最優秀賞を目指すことも大切ですが、それまでの練習

で、クラスのみんなと心を１つにする過程こそが、１番の宝

物です。「恥ずかしい」「練習が面倒くさい」と感じること

もあるかもしれません。しかし、全員で大きな口を開けて、

表情豊かに歌う姿は、まわりから見ても感動的です。みんなで力を合わせる経験は、中学校という

大切な時期にしか味わえない、貴重な思い出になります。 
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【合唱祭責任者会②で、当日の発表順が決まりました！保護者への詳細なお知らせは後日】 


